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　「
自
分
は
〜
キ
ャ
ラ
で

や
っ
て
い
る
か
ら
…
…
」

と
言
う
人
が
い
ま
す
。
キ

ャ
ラ
と
は
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
性
格
の
こ
と
。
こ
の

人
は
、
場
面
や
出

会
う
人
に
応
じ

て
、
表
向
き
の
性

格
を
使
い
分
け
て

い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
。

場
の
雰
囲
気
に
合

わ
せ
る
た
め
に
、

周
囲
の
人
か
ら
嫌

わ
れ
な
い
た
め

に
、
一
所
懸
命
な

の
だ
な
あ
と
感
じ

ま
す
。

　
あ
る
程
度
の
使
い
分
け

は
、
誰
に
で
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
友
達
と
話
す
時

と
、
目
上
の
人
と
話
す
時

と
で
は
、
多
少
態
度
が
違

う
も
の
で
す
。
し
か
し
、

周
り
に
合
わ
せ
る
こ
と
ば

か
り
を
優
先
す
る
あ
ま

り
、
自
分
自
身
の
こ
と
が

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま

う
人
が
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
頭
の
中
に
、

「
こ
う
い
う
性
格
な
ら
人

か
ら
嫌
わ
れ
な
い
は
ず
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
必

死
に
合
わ
せ
よ
う
と
し

て
、
大
変
な
労
力
を
使
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の

で
す
。
こ
れ
で
は
疲
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
人
は
皆
、
自
分
が
他
の

人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い

る
か
気
に
な
る
も
の
で

す
。
そ
れ
が
全
く
無
い

と
、
社
会
生
活
は
で
き
ま

せ
ん
。
で
も
、
あ
ま
り
に

も
気
に
し
過
ぎ
て
、
他
者

か
ら
見
た
自
分
で
は
な

く
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
自
分

自
身
は
ど
こ
に
い
る
の

か
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
自

分
は
何
を
感
じ
、
ど
ん
な

気
持
ち
で
い
る
の
か
、
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
自
分

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

よ
り
自
分
を
知
る
た
め

に
、
心
の
う
ち
か
ら
湧
い

て
く
る
感
じ
、
気
持
ち
に

関
心
を
向
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
そ
の
た
め
の
方
法
の

一
つ
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
の
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
学
生
相
談
室

へ
ど
う
ぞ
。

 

（
学
生
相
談
室
）

自分を大切にするために

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を迎え
ます。また、石巻専修大学も18年に創立
30年を迎えます。学校法人専修大学で
は、さらなる飛躍と発展を期すため「専

修大学創立140年・石巻専修大学創立30
年記念事業募金」（募集期間５年間）を

設け、広く募集を行っております。

　併せて熊本地震で被災した専修大学及

び石巻専修大学に在籍する学生に対し、

奨学金及び生活支援金等として「被災学

生支援金」も募集しております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大

学募金局」（☎03・3265・3157）へお願
い申し上げます。

ア
ド
ニ
ス
76
号
刊
行

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
76

号
」
が
７
月
15
日
に
刊
行
。

馳
浩
文
部
科
学
大
臣（
昭
59

文
）
と
石
川
県
副
知
事
の
竹

中

博

康

氏（
昭
48
経
営
）
の

「
特
別
対
談
」
、
堀
井
学
衆
議

院
議
員（
平
６
商
）が
講
師
と

な
っ
た
専
修
大
学
新
入
生
セ

ミ
ナ
ー
の
報
告
。「
わ
れ
ら
専

修
人
」
は
東
京
で
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
と
し
て
活
躍
の
渡
邉
望

さ
ん（
平
７
経
済
）を
紹
介
。

校
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
流
山
支
部
総
会
〉

▽
７
月
16
日
（
土
）
14
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
か
ら
徒
歩

３
分
「
ア
モ
ー
レ
」
旴
岸
本

國
雄
氏
☎
０
９
０
・
６
１
１

１
・
９
２
３
２

〈
会
計
人
会
総
会
〉

▽
７
月
22
日
（
金
）
19
時
10

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15

階
「
報
恩
の
間
」
旴
吉
田
伸

江
氏
☎
03
・
３
５
７
９
・
５

２
０
０

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
札
幌

支
部
総
会
〉

▽
８
月
５
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら
徒

歩
７
分
「
札
幌
全
日
空
ホ
テ

ル
」
旴
小
野
寺
正
典
氏
☎
０

９
０
・
６
２
１
１
・
４
３
２

５〈
北
海
道
連
合
校
友
会
オ
ホ

ー
ツ
ク
支
部
総
会
〉

▽
８
月
６
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
北
見
駅
か
ら
徒
歩
10

分
「
ホ
テ
ル
黒
部
」
旴
佐
藤

周
一
氏
☎
０
１
５
７
・
36
・

３
８
８
０

　
飯
塚
弦
二
朗
氏
（
い
い
づ

か
・
げ
ん
じ
ろ
う

昭
52
経

営
）
㈱
永
谷
園
代
表
取
締
役

社
長
に
２
０
１
５
年
10
月
１

日
付
で
就
任
。
本
社

東
京

都
。「
お
茶
づ
け
海
苔
」
な

ど
の
即
席
食
品
の
製
造
販

売
。

　「
心
か
ら
う
れ
し
い
」
。
仲

川
恭
司
名
誉
教
授
が
第
68
回

毎
日
書
道
展
（
毎
日
新
聞
社

・
毎
日
書
道
会
主
催
）
で
、

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。
同
賞
は
今
年
出
品
さ
れ

た
全
作
品
３
万
３
４
８
４
点

（
公
募
部
門
と
役
員
作
品
）

の
中
か
ら
選
ば
れ
る
最
高

賞
。
受
賞
作
は
大
字
書
の
魁

（
か
い
）。

　「
師
で
あ
る
手て

島し
ま

右ゆ
う

卿け
い

（
故
人
・
元
専
修
大
学
文
学

部
教
授
）
が
追
究
し
た
大
字

書
で
の
受
賞
は
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
す
」
と
語
っ
た
。

　
仲
川
名
誉
教
授
は
、
毎
年

専
修
大
学
卒
業
生
の
た
め
に

「
送
る
言
葉
」
を
揮き

毫ご
う

し
て

き
た
。
本
学
を
34
年
間
勤
め

上
げ
、
定
年
退
職
の
年
と
な

っ
た
今
年
３
月
は
、
校
歌
に

「
世
に
魁
（
さ
き
が
け
）
し

…
」
と
登
場
す
る
「
魁
」
を

卒
業
生
に
贈
っ
た
。

　「
魁
」
に
興
味
を
も
ち
、

活
字
と
し
て
使
わ
れ
る
以
前

の
字
を
調
べ
た
と
い
う
。
今

回
の
文
科
大
臣
賞
作
品
は

「
今
ま
で
だ
れ
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
こ
と
の
な
い
簡
素
な

文
字
に
よ
る
造
形
に
挑
戦
し

た
。
最
近
、
肩
の
力
が
抜
け

て
作
風
に
変
化
が
み
ら
れ

る
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
ん
な
影
響
が
書
に

表
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
笑
顔
で
語
る
。

　「
作
品
の
前
に
た
た
ず
む

と
技
法
を
超
え
て
人
の
心
に

迫
り
来
る
存
在
感
が
あ
る
。

雄ゆ
う

渾こ
ん

あ
ふ
れ
る
作
品
」
と
選

考
委
員
か
ら
評
さ
れ
た
。

　
毎
日
書
道
展
は
応
募
点
数

が
国
内
最
大
規
模
の
公
募
書

道
展
。
伝
統
の
書
か
ら
最
先

端
の
現
代
書
ま
で
７
分
野
９

部
門
が
結
集
す
る
。
東
京
展

（
東
京
都
美
術
館
と
国
立
新

美
術
館
）
が
７
月
31
日（
日
）

ま
で
開
催
中
。
そ
の
後
全
国

９
都
市
を
巡
回
す
る
。

　
仲
川
名
誉
教
授
は
毎
日
書

道
会
理
事
、
独
立
書
人
団
理

事
長
を
務
め
、
今
回
の
第
68

回
展
で
は
実
行
委
員
長
も
担

っ
て
い
る
。

　
本
展
で
は
本
学
卒
業
生
の

活
躍
も
目
立
っ
た
。
寺
井
史

明
さ
ん
（
昭
54
法
、
島
根
県

益
田
市
）
が
会
員
を
対
象
と

す
る
会
員
賞
を
受
賞
。
井
坪

大
喜
さ
ん
（
平
22
経
済
、
長

野
市
）
は
公
募
と
会
友
が
対

象
の
佳
作
賞
に
輝
き
、
会
員

昇
格
の
資
格
を
得
た
。

　
人
権
派
弁
護
士
と
し
て
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
大
事

件
を
手
が
け
、
戦
後
は
卒
業

生
と
し
て
初
め
て
専
修
大
学

国立新美術館で受賞作を前にする仲川教授

毎日書道展 文科大臣賞

仲川恭司名誉教授が受賞

総
長
を
務
め
た
今
村
力
三
郎

（
１
８
６
６
｜
１
９
５
４

年
）。
生
誕
１
５
０
年
を
記

念
し
た
展
示
会
が
６
月
11
〜

23
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
18
日
に
は
記

念
講
演
会
が
あ
り
、
石
村
修

法
科
大
学
院
教
授
が
、
足
尾

鉱
毒
事
件
を
告
発
し
た
田
中

正
造
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

講
演
し
た
。
石
村
教
授
は
今

村
と
田
中
の
２
人
が
納
ま
っ

た
写
真
を
示
し
「
今
村
先
生

は
自
由
民
権
運
動
に
積
極
的

に
関
与
し
た
人
物
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
し
て
、
反
骨
精
神
を
貫
徹

し
た
今
村
と
田
中
の
生
き
様

を
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
講
演
し
た
の
は

『
裁
判
官
の
爆
笑
お
言
葉

集
』
な
ど
の
著
書
で
知
ら
れ

る
作
家
の
長な

が

嶺み
ね

超ま
さ

輝き

さ
ん
。

帝
人
事
件
（
１
９
３
４
年
）

で
の
今
村
の
弁
論
を
紹
介
し

た
。
背
任
・
贈
収
賄
の
罪
で

起
訴
さ
れ
た
16
人
全
員
が
無

罪
と
な
っ
た
事
件
で
、
今
村

は
「
空
中
楼
閣
」
と
い
う
表

現
で
事
件
が
で
っ
ち
あ
げ
だ

と
主
張
。「
皮
肉
を
交
え
ス

パ
イ
ス
の
効
い
た
弁
論
を
行

っ
た
。
公
判
資
料
の
中
に
人

と
な
り
が
見
え
る
」
と
語
っ

た
。

　
記
念
展
で
は
、
訴
訟
記
録

な
ど
で
弁
護
士
と
し
て
の
歩

み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

戦
後
、
第
５
代
総
長
に
就
任

し
て
か
ら
の
大
学
復
興
・
改

革
に
つ
い
て
も
展
示
。
労
働

者
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

「
労
働
学
院
」
の
入
学
式
の

式
辞
で
は
「
人
間
の
最
も
重

ん
ず
べ
き
事
は
正
直
」
と
説

い
て
い
る
。

　
法
学
部
を
中
心
に
多
く
の

学
生
が
足
を
運
び
、
長
い
歴

史
を
持
つ
専
修
大
学
の
法
学

教
育
に
つ
い
て
認
識
を
新
た

に
し
て
い
た
。

 

代
議
員
会
を
開
催

 

校
　
友
　
会

　
校
友
会
代
議
員
会
が
６
月

11
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
代
議

員
１
５
７
人
が
出
席
（
委
任

状
３
９
８
人
）、
意
見
を
交

わ
し
た

写
真
。

　
議
事
で
は
「
平
成
27
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

・
監
査
報
告
」「
平
成
28
年

度
事
業
計
画
（
案
）・
予
算

（
案
）」
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　
海
で
流
さ
れ
た
子
ど
も
を

助
け
た
と
し
て
校
友
の
冨
田

晃
弘
さ
ん
（
平
９
経
営
、
福

岡
県
古
賀
市
）
が
今
年
の
春

の
褒
章
で
紅
綬
褒
章
を
受
章

し
た
。
学
生
時
代
、
水
球
で

活
躍
し
た
冨
田
さ
ん
は
「
当

た
り
前
の
こ
と
を
し
た
ま

で
」
と
謙
虚
に
語
る
。

　
冨
田
さ
ん
は
昨
年
７
月
18

日
、
自
宅
に
近
い
古
賀
市
の

古
賀
海
岸
で
家
族
で
海
水
浴

を
楽
し
ん
で
い
た
。
台
風
が

通
過
し
た
ば
か
り
と
あ
っ
て

波
が
高
い
。
そ
こ
で
別
の
グ

ル
ー
プ
の
小
学
２
年
生
（
当

時
）
の
男
児
が
離
岸
流
に
巻

き
込
ま
れ
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
沖
合
20
〜
30
㍍
で
浮
き

沈
み
を
し
て
い
る
の
を
見
て

冨
田
さ
ん
は
迷
わ
ず
海
に
飛

び
込
ん
だ
。

　
得
意
の
ク
ロ
ー
ル
で
男
児

の
元
ま
で
た
ど
り
つ
き
、

「
大
丈
夫
だ
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
海
面
上
に
引
き
上
げ

た
も
の
の
波
が
速
く
て
岸
に

戻
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
。
別

の
男
性
が
浮
輪
を
持
っ
て
向

か
い
、
２
人
で
男
児
を
無
事

救
出
し
た
。「
水
難
救
助
の

訓
練
は
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
が
、
冷
静
に
対
処
で
き
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。
男
児

は
命
に
別
条
は
な
か
っ
た
。

　
大
学
時
代
は
水
泳
部
（
水

球
）
に
所
属
。
１
９
９
５

年
、
関
東
学
生
水
球
リ
ー
グ

で
３
７
６
連
勝
中
だ
っ
た
日

体
大
を
撃
破
し
て
優
勝
し
た

チ
ー
ム
の
一
員
だ
。
卒
業
後

も
週
２
〜
３
回
は
地
元
の
プ

ー
ル
に
通
い
、
体
を
鍛
え
て

き
た
。

　
今
年
５
月
、
都
内
で
紅
綬

褒
章
を
授
与
さ
れ
た
後
、
皇

居
で
天
皇
陛
下
か
ら
激
励
の

お
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

「
褒
章
を
い
た
だ
け
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚

き
ま
し
た
。
陛
下
か
ら
お
言

葉
を
い
た
だ
き
感
激
し
ま
し

た
」
と
語
る
。

水
難
男
児
を
救
助

校
友
・
冨
田
さ
ん
褒
章
受
章

田
中
正
造
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
語
る
石
村
教
授

石
村
教
授
ら
が
講
演

元

総
長
・
今
村
力
三
郎
記
念
展

プ
ッ
チ
ョ
ン
の
丘

 

は
ら
　
よ
う
著

　
韓
国
ソ
ウ
ル
の
人
気
観
光

地
・
プ
ッ
チ
ョ
ン
（
北
村
）

の
韓
屋
で
出
会
っ
た
日
本
人

の
一
磨
と
韓
国
人
の
美
来
。

２
人
は
運
命
に
導
か
れ
る
よ

う
に
ひ
か
れ
あ
う
。
国
境
を

超
え
た
純
愛
を
描
く
究
極
の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。

　
物
語
の
終
盤
、
陶
芸
家
で

あ
り
大
学
で
教
鞭
を
執
る
一

磨
と
、
韓
国
文
化
の
研
究
者

の
美
来
が
中
心
と
な
り
東
京

で
韓
国
文
化
展
を
開
催
、
大

成
功
を
収
め
る
。
２
人
は
互

い
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
深

め
な
が
ら
、
文
化
交
流
を
通

じ
て
両
国
の
共
生
や
友
好
を

静
か
に
誓
う
の
だ
っ
た
。

　
著
者
は
本
名
麻
原
芳
基
さ

ん
（
昭
47
法
）。
卒
業
後
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
（
現

在
）
に
入
社
。
営
業
畑
を
歩

み
、
執
行
役
員
広
島
支
社
長

や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
代
表
取

締
役
社
長
を
務
め
、
２
０
０

９
年
に
定
年
退
職
し
た
。

　
14
年
、
プ
ッ
チ
ョ
ン
を
訪

れ
た
際
、
ふ
と
「
日
韓
の
恋

愛
物
語
」
を
思
い
つ
い
た
。

今
ま
で
に
小
説
を
書
い
た
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
帰
り
の

機
中
か
ら
執
筆
開
始
。
寝
食

を
惜
し
ん
で
取
り
組
み
２
カ

月
半
で
脱
稿
。
広
島
の
専
門

書
出
版
会
社
の
知
人
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
出
版
社
に
送

っ
た
と
こ
ろ
、
デ
ビ
ュ
ー
と

な
っ
た
。
友
人
で
あ
る
プ
ロ

野
球
解
説
者
の
衣
笠
祥
雄
さ

ん
が
「
純
愛
に
心
が
震
え

た
」
と
帯
に
推
薦
文
を
寄
せ

て
い
る
。（
文
芸
社
・
本
体

１
４
０
０
円
＋
税
）

＜校友＞

紅綬褒章を受章した冨田さん

＝５月17日、東京都内


